豊川市煙火消費事務処理要綱　※一部抜粋
（用語の定義）

第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
（１）煙火　法第２条第１項第３号ヘに規定するもの（観賞、信号又は演劇等の効果の用に供する手筒花火を含む。）をいう。

（２）保安物件　規則第５６条の４第４項第１号に規定する「通路､人の集合する場所、建物等」に該当する道路、鉄道、各種建築物等、煙火消費に伴う万一の災害事故から保護すべき物件をいう。

（３）保安距離　規則第５６条の４第４項第１号に規定する「安全な距離」として、別表第１から別表第５に定める距離をいう。

（許可を要さない数量）

第３条　規則第４９条第４号及び第４号の２に規定する数量とは､次の各号に掲げるものとする。

（１）観賞用又は信号用の煙火のうち、同一の場所で１日に消費できる無許可数量は､次のアからオであること。

　　ア　直径１４センチメートル以下の球状の打揚煙火（直径６センチメートルを超
えるものの個数が２５個以下であって、直径１０センチメートルを超えるもの
の個数が１０個以下である場合に限る。）　　　　　　　　　　 ７５個以下
　　イ　仕掛煙火に使用する炎管　　　　　　　　　　　　　　　　２００個以下
ウ　スモーククラッカーを除く爆発音を出す筒物（筒物１個が火薬１グラム以下
爆薬０．１グラム以下のもの）　　　　　　　　　　　　　　３００個以下

　　エ　爆竹（爆竹１個が、１本の火薬１グラム以下爆薬０．１グラム以下の筒物３
０本以下で連結されているもの）　　　　　　　　　　　　　３００個以下

　オ　競技用紙雷管　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無制限

（２）映画、演劇等の効果用の煙火のうち、消費地において１日に消費できる無許可
数量は、次のアからウであること。

　　ア　原料をなす火薬又は爆薬の量が５０グラム以下の煙火（原料をなす火薬又は
爆薬１５グラムを超えるものの個数が３５個以下であって、原料をなす火薬又
８５個以下
　　イ　発煙筒、撮影用照明筒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無制限

　　ウ　爆薬（爆発音を出すためもの）０．１グラム以下の煙火　　　　　無制限

（許可の申請）

第４条　法第２５条第１項の規定により消費の許可を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、必要に応じて、次に掲げる書類を市長に提出しなければならない。

（１）火薬類消費許可申請書（様式第１）

申請者が任意団体の場合は、代表者個人で申請するものとする。

（２）見取図（消費場所への案内図）（様式第２）

（３）煙火消費計画書

　　ア　花火大会の場合（様式第３）

　　イ　花火大会以外の場合（様式第４（その1））

　　　　　　噴出煙火を消費する場合は、煙火消費計画書のほかに、噴出煙火消費計画書（様式第４（その２））を提出するものとする。

（４）煙火取扱従事者名簿

（５）噴出煙火消費従事者名簿

（６）消費場所配置図

（７）仕掛煙火の明細

（８）航空法等に基づく許可、届出、通報、（該当地域のみ）及び消費場所の土地使

用承諾等の写し
（９）花火大会の場合の添付書類

　　ア　業務委託契約書の写し

　　イ　煙火の消費に係る警備計画書（規範１）

　　ウ　煙火の消費に係る作業内容書（規範２）

（火薬類消費許可申請書類の審査）

第５条　火薬類消費許可申請書（以下「申請書」という。）の記載事項の審査は、次に掲げる基準により行うものとする。
（１）申請者は、花火大会等を主催する者（以下「主催者」という。）であること。ただし、主催者の承諾により、当該花火大会等に係る煙火製造業者又は販売業者とすることができる。　
（２）消費地付近の状況を示す図面には、消費場所と観客席、建物、道路等の保安物件との位置関係、危険区域の設定、当該区域の周囲に設ける縄張り及び警戒札、警戒員、消火設備並びに大会本部（警察署等の本部を別に設けた場合はその位置）の位置が明示されていること。

（3） 煙火置場の位置は、仕掛煙火及び打揚筒等に対して安全であること。

（4） 煙火置場の構造及び容器の構造は、煙火の管理上支障のないものであること。

（5） 危険予防の方法に関することが記載されていること。

（6） 不発煙火等の回収計画に関することが記載されていること。
（7） 事故発生時の措置対策に関することが記載されていること。
（8） 煙火取扱従事者に関することが記載されていること。
（9） 煙火消費に係る保安距離に関することが記載されていること。

（10）火薬類を消費するのに必要な他法令の許認可を全て受けていることを確認す

ること。

（11）一の消費地で行われる煙火消費の日時（時間）が、60日を超えない範囲で消費すること。
（許可の審査）

第７条　消費の目的は、次の各号のいずれかに該当するものでなければならない。
（１）観賞又は信号の用に供するものであること。

（２）映画又は放送番組の制作の効果の用に供するものであること。

（３）演劇､音楽その他の芸能の公演の効果の用に供するものであること。

（４）スポーツ興行の効果の用に供するものであること。

２　消費は､公共の安全の維持に支障がないものとして、次に掲げるものでなければならない。

（１）公安委員会の意見の聴取において､当該意見が公共の安全の維持に支障がない旨の回答であること。当該意見に公共の安全の維持に関する重要な意見が付されている場合には、当該意見を消費における許可の条件とするものであること。

（２）前号に掲げる場合以外の煙火の消費は､法第２３条及び第２６条の規定に適合していることにより、公共の安全の維持に支障を及ぼすおそれがないと認められるものであること。

３　保安距離は、煙火の種類及び数量に応じて別表第１から別表第５に規定する距離が確保されているものでなければならない。（河川敷等で、水位の上昇に伴い打揚場所を移動させる可能性のある場合は、その範囲の外側から確保されていること。）

４　打揚煙火の消費における危険予防として、離隔距離が確保されているか、又は飛散物に対する安全対策（防護措置等）が講じられていること。（別表第６）

５　噴出煙火は、前各項に掲げる事項のほか、次の各号に適合するものでなければならない。
（１）観客、建物に対する噴出煙火の保安距離

　　ア　観客に対する保安距離は、噴出煙火の種類及び薬量の区分に応じ、別表第４
に規定する距離が保有されているものでなければならない。（消費場所の地形、周囲の状況等により、やむを得ず、観客に対して同表に定める保安距離がとれない場合で高さ90センチメートル以上の不燃性又は難燃性の防護パネル等を観客の前に設置するときは、別表第５に規定する距離）

　　イ　建物に対する保安距離は、噴出煙火の炎、火の粉が建物に届かない距離が保

有されているものでなければならない。ただし、安全に消費することが可能な場合は、この限りではない。
（２）筒相互間の距離

　　　噴出煙火を２本以上同時に消費する場合には、噴出煙火の種類及び薬量に応じ

て別表第４に規定する筒相互間隔以上の距離をとること。

（３）危険区域等の明示

ア　手筒花火を消費する場合で当該手筒花火を移動するときは、当該移動する範囲が明示されていること。

イ　観客の危害防止のため、消費場所から別表第４（(1)アのかっこ書きに定める場合にあっては、別表第５）に定める保安距離以上はなれた位置にロープ等により危険区域を定めること。

（４）噴出煙火を消費する場合は、手筒花火の１本の薬量（鉄粉を含む。以下同じ。）

は4,000グラム以下とし、噴水花火の１本の薬量は6,000グラム以下とする。
（５）噴出煙火には、名称（噴水花火か手筒花火の別）、火薬量（鉄粉を含むグラム）製造所名（手筒花火にあっては、噴出薬の装薬者を付記する。）及び製造月日を荷札等を用いて明記すること。ただし、薬量1,800グラム以下（鉄粉を含む。）の噴出煙火にあっては、名称及び製造所名以外は省略することができる。

６　消費の技術上の基準は、前各項に定めるもののほか、「噴出煙火に関する保安技術基準」（平成元年６月１日付け通商産業省立地公害局保安課火薬専門職通知）及び市長が別に定める基準に適合するものでなければならない。

（変更の届出）

第１１条　法第２５条第１項の消費の許可を受けた者は、次に掲げる事項を変更した場合は、細則第４条に規定する火薬類消費許可申請書等記載事項変更届出書により、遅滞なく市長に届け出るものとする。

（１）申請書の記載事項（火薬類の種類及び数量、目的、場所、日時並びに危険予防の方法を除く。ただし、日時の変更については、天候等の事象又は想定しえない事由により、当該許可された消費日（順延日は除く。）から起算して６０日以内で変更する場合はこの限りではない。）
（２）煙火消費計画書の記載事項

　　　附　則

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。
　　　附　則

この要綱は、令和３年２月１日から施行する。
　　　附　則
この要綱は、令和３年４月５日から施行する。
別表第1（第2条関係）
打揚煙火（スターマイン及び仕掛の裏打ちを含む。）の保安距離
	煙火の種類及び直径
	距離（ｍ）

	
	細工物
	星物

	６０ｃｍ超
９０ｃｍ 以下　　　 　　　　　　（３０号）
	４００
	４６０

	３０ｃｍ超
６０ｃｍ以下 　　　　　（２０号）（１５号）
	３３０
	３６０

	２４ｃｍ超
３０ｃｍ以下　　　　　　　　　　（１０号）
	２３０
	２５０

	１８ｃｍ超
２４ｃｍ以下　　 　　　　　（８号）（７号）
	２００
	２００

	１５ｃｍ超
１８ｃｍ以下　　　　　  　　　　　（６号）
	１５０
	１７０

	１２ｃｍ超
１５ｃｍ以下　　　　　　（５号）（４.５号）
	１４０
	１６０

	９ｃｍ超
１２ｃｍ以下　　　  　  　　　 　 （４号）
	１２０
	１３０

	６ｃｍ超
９ｃｍ以下　 　　　　 （３号）（２.５号）
	１００
	１００

	３ｃｍ以上
６ｃｍ以下　 　          （２号）（１号）
	  ５０
	　５０


注　１　 球状、筒状を問わず打揚がるもので径が３０ミリメートル以上のもの。

　　
[image: image1.emf]【参考：上記表の対象となる打揚煙火等の例】 A＝30mm以上

A

A

A

A

球状の打揚煙火 筒状の打揚煙火

星の打揚

30mm以上の星を含む花束


　　２　スターマイン及び仕掛の裏打ちを含む。

　　３　球状、筒状を問わず上空で開発するものを打揚筒を傾斜させて打揚げる場合には、打ち出し方向に対して２倍の距離。
別表第２（第２条関係）
仕掛煙火の保安距離（打揚げるものについては、単発物も含む。)

	煙火の種類
	距離

	枠仕掛　文字、絵型等
	２０ｍ以上

	水上仕掛　水中金魚等
	移動範囲から２０ｍ以上

	花車
	２０ｍ以上

	吹き出すもの（噴出煙火以外のもの：滝等）
	同上

	花束

	同上

	打揚がるものの内容物径が３０ｍｍ未満のもの
	同上

	筒を傾斜させて打揚がるもので内容物径が３０ｍｍ未満のものは、打ち出し方向に対して
	５０ｍ以上

	地雷・地割
	打揚煙火の距離

	その他の観賞用煙火
綱火
	移動範囲から１０ｍ以上

	その他の煙火
	その都度関係機関と協議のうえ決定する。


別表第３（第２条関係）
音楽その他の芸能の公演等の演出効果の用に供する煙火の保安距離
	煙火の種類
	距離

	炎・火の粉を噴出するもの
	飛散距離の１．５倍の距離、但し最低５ｍ

	炎・火の粉を噴出しないもの
	４ｍ


別表第４（第２条関係）
噴出煙火の保安距離等
	区　分
	薬　　　　　　量
	筒の噴き出し方向の前後
（ｍ）
	筒の側面
（ｍ）
	筒相互の間隔
（ｍ）

	噴出煙火
	手筒花火
	600ｇ
以下
	直立し点火するもの
	―
	５
	１．５

	
	
	
	上記以外のもの
	１０
	５
	１．５

	
	
	600gを超え1,200g以下
	１５
	１０
	２．０

	
	
	1,200gを超え1,800g以下
	２０
	１５
	２．５

	
	
	1,800gを超え2,400g以下
	２５
	２０
	３．０

	
	
	2,400gを超え3,000g以下
	２８
	２３
	３．５

	
	
	3,000gを超え4,000g以下
	３０
	２５
	４．０

	
	噴水花火
	6,000g以下
	―
	手筒煙火の薬量区分に準ずる。
ただし、
4,000gを超えるものは
30mとする。
	点火者の安全が保てる距離とする。


別表第５（第２条関係）
噴出煙火の保安距離等
	区　分
	薬　　　　　　　　量
	筒の噴き出し方向の前後
（ｍ）
	筒の側面
（ｍ）

	噴出煙火
	手筒花火
手
筒
花
火

	600ｇ
以下
	直立し点火するもの
	―
	４

	
	
	
	上記以外のもの
	４
	４

	
	
	600gを超え1,200g以下
	９
	７

	
	
	1,200gを超え1,800g以下
	１３
	１０

	
	
	1,800gを超え2,400g以下
	１７
	１３

	
	
	2,400gを超え3,000g以下
	１９
	１５

	
	
	3,000gを超え4,000g以下
	２０
	１７

	
	噴水花火
	6,000g以下
	―
	手筒煙火の薬量区分に準ずる。
ただし、4,000gを超えるものは20mとする。


別表第６（第７条関係）

	防護措置等

	煙火玉の直径
	打揚筒からの離隔距離

	
	5m未満
	5m以上10m未満
	10m以上20m未満

	3cm超

15cm以下

(5号玉)
	(ｲ)飛散物を遮断する防護措置
	(ﾊ)飛散物に対する安全対策

	
	
	厚さ2mm以上のポリカーボネート板又は畳床※１
	
	ヘルメット等

	21cm以下

(7号玉)
	
	厚さ4mm以上のポリカーボネート板又は畳床※１
	
	厚さ2mm以上のポリカーボネート板又は畳床※１
	ヘルメット等

	24cm以下

(8号玉)
	
	厚さ28mm以上のポリカーボネート板又は畳床7枚以上又は厚さ8.1mm以上の鋼板※1、2
	
	厚さ4mm以上のポリカーボネート板又は畳床※1
	厚さ2mm以上のポリカーボネート板又は畳床※１

	30cm以下

(10号玉)
	打揚不可
	(ﾛ)飛散物の威力を軽減する防護措置

	
	
	
	厚さ8mm以上のポリカーボネート板又は畳床2枚又は厚さ2.3mm以上の鋼板※1
	厚さ5.9mm以上のポリカーボネート板又は畳床2枚以上又は厚さ1.7mm以上の鋼板※1

	60cm以下

(20号玉)
	打揚不可
	打揚不可
	厚さ16mm以上のポリカーボネート板又は畳床4枚又は厚さ4.6mm以上の鋼板　※1

	60cm.超
	打揚不可
	打揚不可
	打揚不可


※１上記表と同等程度の防護措置能力のあるもので可とする。
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※２直径21cmを超え24cm以下の煙火を離隔距離

5m未満で打揚げる場合の防護措置を右図のよう

に打揚筒に対し45°に設置するときは、厚さ20

mm以上のポリカーボネート板又は畳床5枚以上

又は厚さ5.8mm以上の鋼板または同等以上の能

力を有する措置で可とする。

その他

（１）防護材（ポリカーボネート板、鋼板）の設置にあたっては、筒ばねが生じた際、

防護材が従事者を直撃しないよう固定措置等を講ずること。

（２）防護材の大きさは、人がかがみ隠れる程度の大きさとすること。

[参考図]

複数の打揚筒で同時に打ち揚げる場合の防護措置
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